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すべてのステークホルダーの満足度向上を目指します。
　株主の皆様には、益 ご々清栄のこととお喜び申しあげます。
　当社第80期第2四半期の業績をご報告するにあたり、一言ご挨拶申しあげます。
　当社を取り巻く環境は、世界的な金融危機による景気の悪化が企業業績や雇用情勢に影
響を及ぼし、個人消費が引き続き低迷するなど、厳しい状況で推移いたしました。
　このような状況のもとで、当社はお菓子を通して心豊かな生活をお届けすることを基本姿勢
とし、商品の開発・改善により売上向上に取り組むとともに、「すべてはお客様の笑顔のために」
を基本とし、安心、安全かつ高品質な商品をお客様に提供し続けることに注力いたしました。
　また、神戸2工場体制に向け、10月下旬竣工予定の西神新工場の建設も順調に進捗して
おり、さらなる品質の安定向上、コスト低減、市場即応型供給体制の確立を図ってまいります。
一方、社会貢献の面では、2008年6月からＣＳＲ（企業の社会的責任）活動をプロジェクト
チームを中心に開始し、2009年2月にはＣＳＲ委員会を発足、9月にはじめてのＣＳＲ報告書を発
行いたしました。
　なお、中間配当は当初の予定通り見送らせていただきますが、当期末配当につきましては
1株につき6円を予定しております。
　今後とも、さらなるステップアップを目指し、「中期経営計画の達成によるすべてのステーク
ホルダーの満足度向上」を中期経営ビジョンとして掲げる中期経営計画「Ｎｅｘｔ Ｍ」の実現に
向け、全社一丸となり邁進してまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申しあげます。

平成21年10月

代表取締役社長

当第2四半期累計期間の売上高は13,447百万円
（前年同期比3.3％減）と減収になりました。
損益面におきましては、減収に加え、包装紙類・紙器
類を中心とした材料費の高止まりや洋生菓子の売上
不振に伴う工場稼働率の低下による売上原価の上
昇などにより、営業利益は126百万円（前年同期比
73.0％減）、経常利益は178百万円（前年同期比
64.7％減）となりました。四半期純損失につきましては、
固定資産の譲渡に伴う減損損失の計上もあり、181
百万円（前年同期は247百万円の利益）となりました。

干菓子につきましては、バレンタインデーや
ホワイトデーをはじめとするイベント商戦の
成功、値ごろ感のある商品の売上貢献など
によりほぼ前年同期並みの売上を確保い
たしました。
洋生菓子につきましては、6回目を迎えたプリ
ンキャンペーン、マンゴーフェアなどの様々な
キャンペーンの展開、新たなコンセプトのゼリー
「空のジュレ」「森のジュレ」をはじめとする新
商品の積極的投入などを行いましたが、個人消費の冷え込
みや天候不順などの影響により低調に推移いたしました。
その結果、菓子売上高は12,609百万円（前年同期比
3.1％減）となりました。

営業概況

●菓子部門の概況
喫茶・レストラン部門におきましては、新
規出店による集客力アップ、季節感あ
ふれるシーズンメニューの充実化、集
客イベントの開催などにより売上拡大を
図りましたが、天候不順や新型インフル
エンザの影響により、売上高は837百万
円（前年同期比5.8％減）となりました。

●喫茶・レストラン部門の概況

当期の概況株主の皆様へ



▲左側：新工場▲内装工事中の工場内部

２００９年１月期を起点とする３ヵ年中期経営計画『Ｎｅｘｔ 
Ｍ』は、中間地点となる1年半を経過しました。初年度は、
売上高、営業利益率とも予定通りの数値を確保しましたが、
２年目にあたる当期は、計画を下回る見通しとなりました。
『Ｎｅｘｔ Ｍ』の着地年度である２０１１年１月期は、市場拡
大により継続した売上増加を見込むものの、引き続き厳し
い市場環境が予想されることから、目標を若干下回る見
通しとなりました。あわせて、西神新工場の稼動開始による
建物などの減価償却費、および移設経費の負担が大きく、
営業利益率も目標を下回る見込みです。なお、一層のコス
ト削減に取り組むことにより前期並みの営業利益率は達
成したいと考えております。
２０１１年度以降は工場統合による効果創出と経費負担の
減少により業績は向上する見込みです。

神戸２工場体制に向けて、２００９年４月に西神新工場の建設に着工いたし
ました。工事は順調に進み、１０月下旬には竣工の予定です。
新工場は現西神工場の東隣に建設中で、最
新のチョコレートプラントを導入するとともに、
現工場の製造ラインも移設する予定です。
生産技術向上によりお客様のニーズにお応
えするとともに、生産設備の汎用性の拡大と
効率生産の実現を目指してまいります。
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トピックス

「とっておきの季節のご挨拶をお届けしたい」、そんなお客様の思いにお応え
するため、今年も色とりどりのサマーギフト商品を取り揃えました。新製品の詰
め合わせやパッケージのリニューアルなどにより、新たなおいしさと装いをプラ
スしました。
家族の団欒に、気の合う仲間とのひとときに、モロゾフのデザートが素敵な時
間をお届けできることを願っています。

Must（責務）
財務

2011年1月期売上高284億円・
営業利益率1.2％達成

Meet（満足）
顧客

顧客のみならず、すべての
ステークホルダーの
満足度向上

Master（伝承）
人材と変革
企業理念の伝承
技術の伝承と教育

Most（最上）
業務プロセス
次世代をにらんだ
ブランド品位の創造

Next M

2009年1月期実績

27,931

1.9

2010年1月期見込み

28,000

1.2

2011年1月期修正目標

28,400

1.2

売上高（百万円）

営業利益率（%）

２００９年６月に、オンラインショップ モロゾフYahoo !店をリニューアルしました。
ホームページのデザインを一新するとともに、商品のラインアップもさらに充実
させました。２００９年４月にさんちか店がオープン３周年を迎えた「モロゾフグ
ラン」や本格ウィーン菓子の店「ランドルト」など、普段神戸でしか取り扱いの
ない商品もお買い求めいただけるようになりました。
ぜひ新しくなったオンラインショップをご覧ください。

TOPICS 1

TOPICS 5
TOPICS 2

TOPICS 4

西神新工場の建設を進めています

中期経営計画『Next M』の進捗状況について サマーギフトを充実させました

オンラインショップをリニューアルしました

TOPICS 3

２００９年２月にＣＳＲ委員会を発足させ、活動をスタートしました。当社はすべての
ステークホルダーをお客様と考え、品質へのこだわり、環境への配慮を基本に、
社会から愛され、社会に貢献する企業であるために、ＣＳＲ活動を行っています。
９月には活動内容を紹介したはじめてのＣＳＲ報告書を発行しました。これか
らもすべてのお客様に満足と感動をお届けすることを目指し、活動を続けて
まいります。
なお、当社ホームページでもＣＳＲ報告書をご覧いただけます。

ＣＳＲ（企業の社会的責任）活動を推進しています



バレンタインデーやホワイトデーをはじめとするイベント商戦の成功はあったものの、個人消費の冷え込みが続
く中、天候不順や新型インフルエンザの影響も大きく、デイリーユース向けの洋生菓子の売上不振などにより、
売上高は13,447百万円（前年同期比3.3%減）となりました。

減収に加え、包装紙類・紙器類を中心とした材料費の高止まりや洋生菓子の売上不振に伴う工場稼働率
の低下による売上原価の上昇などにより、経常利益は178百万円（前年同期比64.7％減）となりました。

神戸御影工場の土地、建物の譲渡に伴う減損損失を特別損失に計上したことにより、四半期純損失は181
百万円（前年同期は247百万円の利益）となりました。

（単位：千円）
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営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー
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1 売上高

財務諸表

2 経常利益

3 四半期純損失
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■貸借対照表  

（資　産　の　部）

（負債の　部）

（純資産の　部）

■純利益
第2四半期 通期（百万円）
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■売上高
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0
9,000

12,000

15,000

18,000

21,000

24,000

27,000

30,000

平成17年度
（76期）

平成18年度
（77期）

平成19年度
（78期）

平成20年度
（79期）

13,900

28,000
（予想）

平成21年度
（80期）

13,447

平成17年度
（76期）

平成18年度
（77期）

平成19年度
（78期）

平成20年度
（79期）

■営業利益
第2四半期 通期（百万円）
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■会社概要　（平成21年7月31日現在）

■株主メモ

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

基 準 日

公 告 方 法

単 元 株 式 数

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

同事務取扱場所
（ お問 合 せ 先 ）

 

2月1日から翌年1月31日まで

4月中

定時株主総会・期末配当　1月31日
　　　　　　 中間配当　7月31日

電子公告　http://www.morozoff.co.jp/koukoku/
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告
ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

1,000株

〒100-0005　東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

〒530-0004　大阪市北区堂島浜一丁目1番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
☎（通話料無料）0120-094-777

商 号

設 立

従 業 員 数

上場証券取引所

事 業 所

昭和6年8月8日

848名

大阪市場第１部・東京市場第１部

営業所
本社（神戸）CSセンター併設・六甲アイランドオフィス（神戸）・
関西支店（神戸）・東京支店・名古屋支店・福岡支店・
北海道営業所（札幌）・仙台営業所

工場
神戸御影工場・西神工場（神戸）・
六甲アイランド工場（神戸）・船橋工場（千葉県）・
福岡工場・札幌工場・仙台工場

◎優待券は、毎年1月31日および7月31日現在で、1,000株以上ご所有
　の株主様に対して発行いたします。
◎優待券は、1月31日割当分は4月下旬に、7月31日割当分は10月
　上旬にお送りいたします。
◎当社の指定店（平成21年10月5日現在58店舗）および通信販売
　にて優待券１枚につき税込1,050円（本体価格1,000円）までの
　現金でのお買上げ、ご飲食に対して20%を割引きいたします。
　※指定店などの詳細は、優待券または当社ホームページをご覧ください。

株主様に対する特典

●１，０００株毎に１冊（１０枚綴）の割合で
   優待券を発行いたします。

●長期保有の株主様への特別優待

単元未満株式（1,000株未満の株式）をご所有の株主様は、その単元
未満株式について、1,000株になるまでの不足株式数を当社から
購入（買増請求）することができます。
また、単元未満株式をご所有の株主様は、その単元未満株式を
当社に売却（買取請求）することもできます。
お手続きにつきましては、原則として口座を開設されている証券
会社等で承ります。ただし、特別口座に記録された株式につきま
しては、三菱UFJ信託銀行で承ります。

単元未満株式の買増請求および買取請求について

◎毎年7月31日現在で、1,000株以
上を3年以上継続して保有の
株主様に対して、年１回2,000
円相当の自社商品をお送りい
たします。

　※自社商品は、写真とは異なる場合
がありますのでご了承ください。
◎自社商品は、11月中旬に発送
いたします。

◎株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原
則として口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることになっております。口
座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人ではお取扱い
できませんのでご注意ください。

◎特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、上記特別口座の口座管
理機関にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国本支店でもお取次ぎいたし
ます。お手続き用紙のご請求は、次の電話およびインターネットでも24時間承っております。

【ご注意】

　 （通話料無料）　0120－244－479（本店証券代行部）
 0120－684－479（大阪証券代行部）
インターネットホームページ　http://www.tr.mufg.jp/daikou/

◎未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行全国本支店でお支払いいたします。

（注）平成21年10月13日付で次の住所に移転の予定です。
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
なお、電話番号に変更はありません。

www.morozoff.co.jp

六甲アイランドオフィス
〒658-0033 神戸市東灘区向洋町西五丁目3番地 
☎078-822-5000（代表）
（登記上の本社 神戸市東灘区御影本町六丁目11番19号）




